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1
　
序

　
1
－
1
　
は
じ
め
に
　
こ
の
論
文
の
目
的
は
、
死
霊
と
邪
術
と

が
キ
プ
シ
ギ
ス
族
の
災
因
論
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
ず
け
ら
れ

て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
、
次
に
、
そ
れ
を
通
じ
て
キ
プ
シ
ギ
ス

族
の
災
因
論
の
全
体
的
構
造
に
或
る
程
度
の
展
望
を
得
る
こ
と
で

あ
る
。

　
病
気
を
初
め
と
す
る
不
幸
は
、
個
人
の
具
体
的
で
個
別
的
な
経

験
で
あ
る
と
同
時
に
、
或
る
社
会
に
固
有
の
文
化
現
象
と
し
て
も

現
わ
れ
る
。
キ
プ
シ
ギ
ス
社
会
で
は
、
不
幸
は
、
世
界
の
個
人
に

対
す
る
作
用
が
示
す
徴
候
の
一
つ
と
し
て
感
知
さ
れ
る
。
不
幸
に

陥
る
事
に
よ
っ
て
、
即
ち
、
異
常
の
認
識
、
徴
候
の
解
読
、
原
因

の
同
定
、
対
処
法
の
実
施
の
諸
過
程
を
経
験
す
る
事
に
よ
っ
て
、

不
幸
の
経
験
者
は
、
個
人
、
社
会
、
世
界
に
お
け
る
諸
存
在
の
あ

り
方
（
社
会
・
文
化
的
分
類
体
系
）
と
、
そ
れ
ら
の
相
互
連
関
の

あ
り
方
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
目
ン
体
系
）
を
、
身
を
も
っ
て
感
得

し
、
考
究
し
、
了
解
す
る
。

　
従
っ
て
、
個
人
の
不
幸
の
経
験
の
具
体
的
な
諸
過
程
に
は
、
キ

　
　
　
　
　
　
　
シ
ソ
ポ
，
ズ
ム

プ
シ
ギ
ス
文
化
の
象
徴
体
系
に
お
け
る
意
味
す
る
も
の
と
意
味
さ

れ
る
も
の
と
の
諸
関
係
の
認
識
と
そ
れ
へ
の
働
き
か
け
、
即
ち
、

既
存
の
世
界
観
の
確
認
と
新
た
な
状
況
に
即
し
た
再
解
釈
の
試
み

と
が
見
出
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
論
文
の
最
後
で
は
、

世
界
観
の
う
ち
で
も
、
世
界
を
支
配
し
動
か
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
超
人
間
的
な
諸
カ
に
つ
い
て
の
諸
観
念
と
社
会
構
造
や
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感
情
と
の
相
互
連
関
を
手
短
か
に
考
察
す
る
。

　
1
－
2
　
キ
プ
シ
ギ
ス
族
　
キ
プ
シ
ギ
ス
族
（
人
口
約
六
〇
万

人
）
は
、
言
語
、
文
化
的
に
は
バ
ラ
ー
ー
ナ
イ
ル
語
系
の
カ
レ
ン
ジ

ン
諸
族
に
属
し
、
ケ
ニ
ア
西
南
隅
の
高
原
地
帯
に
居
住
す
る
。
伝

統
的
に
、
雑
穀
の
焼
畑
耕
作
も
す
る
移
動
牛
牧
民
だ
っ
た
が
、
二

〇
世
紀
初
頭
に
英
国
植
民
地
政
府
の
支
配
を
受
け
て
定
住
化
し
始

め
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
茶
の
栽
培
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
生
計

を
大
き
く
農
耕
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
今
日
で
も
、
牛

牧
民
を
強
く
自
認
し
、
牛
は
中
心
価
値
と
し
て
、
言
語
、
社
会
、

宗
教
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
核
と
な
っ
て
い
る
。

　
二
〇
〇
余
り
の
外
婚
的
氏
族
が
あ
り
、
夫
々
支
氏
族
に
分
れ
る

が
、
リ
ニ
ィ
ジ
は
形
成
さ
れ
ず
、
ま
た
地
域
集
住
化
も
見
ら
れ
ず
、

氏
族
の
成
員
は
全
領
土
に
広
く
分
散
す
る
。
結
婚
後
の
居
住
規
制

が
新
居
制
で
あ
り
、
共
妻
達
も
夫
々
遠
方
に
分
住
す
る
た
め
に
、

家
族
や
親
族
も
地
縁
集
団
化
し
な
い
。
社
会
的
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
基

本
的
な
準
拠
枠
と
も
な
る
年
齢
組
体
系
や
、
父
系
出
自
原
理
に
基

づ
い
て
形
成
さ
れ
、
か
つ
て
は
あ
ら
ゆ
る
戦
闘
行
為
の
組
織
原
理

で
あ
っ
た
が
現
在
で
は
ほ
ぽ
実
質
的
な
機
能
を
失
っ
た
、
ボ
リ
エ

ッ
ト
（
ひ
ミ
ミ
）
と
呼
ぱ
れ
る
組
織
も
、
他
の
社
会
組
織
か
ら
独

立
し
て
、
そ
れ
ら
を
横
断
す
る
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　
日
常
生
活
の
基
盤
は
散
居
状
の
地
域
、
或
い
は
近
隣
組
織
に
あ

り
、
現
実
に
は
、
互
助
や
協
働
も
家
族
や
親
族
よ
り
も
近
隣
組
織

に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
。
現
在
は
、
国
家
行
政
の
末
端
機
構
と

し
て
の
行
政
首
長
を
受
け
い
れ
て
い
る
が
、
伝
統
的
に
は
、
首
長

な
ど
の
中
央
集
権
的
な
政
治
機
構
を
持
た
ず
、
基
本
的
な
法
的
機

能
は
、
現
在
で
も
、
長
老
裁
判
を
行
う
単
位
で
も
あ
る
近
隣
組
織

に
あ
る
。

2
　
人
生
観
－
理
想
と
行
動
バ
タ
ー
ン

　
キ
プ
シ
ギ
ス
族
の
人
々
は
、
少
く
と
も
表
面
的
に
は
、
肯
定
的

で
楽
観
的
な
人
生
観
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
伝
統
的
な

人
生
の
理
想
は
、
他
部
族
か
ら
一
頭
で
も
多
く
の
牛
を
略
奪
し
、

一
人
で
も
多
く
の
妻
を
要
り
、
一
人
で
も
多
く
の
子
孫
を
も
う
け

る
こ
と
で
あ
る
。
牛
と
妻
と
子
孫
は
窟
と
威
信
の
象
徴
で
あ
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
晩
年
の
栄
誉
と
福
祉
を
確
保
し
、
死
後
の
安
寧
と

子
孫
へ
の
霊
魂
の
再
来
を
確
信
し
て
安
ん
じ
て
死
ん
で
ゆ
け
る
の

、
で
あ
る
。
こ
れ
が
一
般
的
な
人
生
観
で
あ
り
、
多
く
の
者
が
達
成

で
き
る
筈
の
人
生
の
目
標
で
あ
っ
た
。

　
世
界
の
創
造
ま
で
あ
り
、
森
羅
万
象
の
背
後
に
あ
り
、
世
界
の

調
和
を
維
持
し
て
い
る
唯
一
神
き
シ
は
、
本
来
恵
み
深
く
、
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（η）　災因としての死霊と邪術

神
意
に
背
か
な
い
隈
り
安
寧
を
約
束
し
て
い
る
と
人
々
は
言
う
。

老
人
達
は
、
白
分
達
こ
そ
が
世
界
の
中
心
で
あ
る
か
の
如
く
、
自

ら
の
存
在
に
眼
り
な
い
衿
持
を
示
し
、
如
何
な
る
権
威
に
も
盲
従

し
な
い
。
北
方
か
ら
の
極
く
小
さ
な
移
住
者
集
団
に
過
ぎ
な
か
っ

た
人
々
が
、
僅
か
二
〇
〇
年
余
り
の
間
に
、
マ
サ
イ
族
、
グ
シ
イ

族
、
ル
オ
族
な
ど
の
近
隣
諸
族
を
殆
ん
ど
一
方
的
に
掃
討
し
て
今

日
の
一
大
都
族
に
発
展
を
遂
げ
た
圭
言
う
歴
史
的
背
景
と
、
元
来

中
央
集
権
的
で
な
い
社
会
・
政
治
構
造
と
が
、
こ
の
楽
観
的
で
個

人
主
義
的
な
人
生
観
の
形
成
に
少
な
か
ら
ぬ
関
連
を
持
っ
て
い
る

だ
ろ
う
。

　
今
日
の
若
者
の
人
生
の
理
想
は
、
良
い
挙
歴
を
得
、
ケ
ニ
ア
と

言
う
国
民
国
家
の
中
で
高
い
地
位
と
大
き
な
財
産
を
獲
得
す
る
事

で
あ
る
。
彼
等
の
人
生
観
も
ま
た
楽
観
的
だ
。
小
挙
校
や
中
学
校

の
全
国
一
斉
卒
業
資
楕
認
定
試
験
が
彼
等
の
人
生
の
行
方
を
左
右

す
る
関
門
だ
が
、
先
輩
達
の
惨
憎
た
る
成
綾
を
熟
知
し
て
い
な
が

ら
、
合
格
評
点
四
段
階
中
の
最
高
級
か
次
高
級
で
合
格
す
る
こ
と

を
誰
も
毫
も
疑
わ
な
い
。
こ
の
底
抜
け
の
楽
天
性
は
、
傍
目
に
も

滑
稽
な
程
だ
。

　
キ
プ
シ
ギ
ス
族
の
人
生
に
つ
い
て
の
文
化
理
論
ま
た
は
理
想
を

；
冒
で
要
約
す
れ
ぱ
、
普
通
の
人
が
普
通
に
暮
し
て
ゆ
く
隈
り
、

幸
は
神
に
よ
っ
て
約
束
さ
れ
て
い
る
、
と
言
う
事
に
な
ろ
う
。
従

っ
て
、
こ
の
理
想
に
基
づ
く
隈
り
、
病
気
な
ど
の
不
幸
と
は
、
ぜ

口
と
置
け
る
、
当
り
前
で
幸
な
状
態
が
、
何
ら
か
の
超
人
間
的
な

カ
の
作
用
に
よ
っ
て
マ
イ
ナ
ス
状
態
に
陥
っ
て
い
る
事
で
あ
り
、

治
療
な
ど
の
対
処
法
は
、
こ
れ
を
当
り
前
の
ぜ
口
状
態
に
戻
す
事

で
あ
る
。

　
だ
が
、
キ
プ
シ
ギ
ス
族
の
実
際
の
行
動
バ
タ
ー
ン
は
、
理
想
と

は
相
当
隔
っ
て
い
る
。
乳
幼
児
死
亡
率
が
高
く
、
病
気
が
狢
獄
し
、

卒
業
資
椿
認
定
試
験
は
難
し
く
、
就
職
は
困
難
を
極
め
る
の
が
現

実
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
無
時
間
的
に
言
う
眼
り
は
、
平
穏
無
事

な
暮
し
を
ぜ
口
と
置
き
、
不
幸
を
マ
イ
ナ
ス
と
置
く
の
が
文
化
理

論
で
も
あ
り
、
通
常
の
現
実
的
な
あ
り
方
圭
言
え
よ
う
。
だ
が
、

通
時
的
に
人
生
を
見
れ
ぱ
、
誰
し
も
が
病
気
に
苦
し
み
、
不
幸
を

嘆
い
た
経
験
を
持
つ
事
こ
そ
が
常
態
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
平
穏
無

事
な
の
が
過
不
足
無
い
人
生
（
ゼ
ロ
）
で
あ
る
生
言
う
の
が
一
般

的
な
人
生
観
で
は
あ
っ
て
も
、
通
時
的
に
ぜ
口
で
あ
か
事
は
、
正

常
で
あ
る
よ
り
は
む
し
ろ
異
常
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
キ
プ
シ
ギ
ス
族
の
、
現
実
の
行
動
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
人
生
観

を
如
実
に
表
し
て
い
る
の
が
、
「
印
付
き
の
者
」
（
“
素
ミ
曹
S
と
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モ
ン
セ
ヅ
ト
（
§
§
陶
．
§
）
の
二
つ
の
観
念
だ
。

　
子
福
者
た
る
事
は
、
人
生
の
理
想
の
重
要
な
一
都
分
で
あ
っ
て

も
、
実
際
に
は
、
依
然
と
し
て
周
産
期
死
亡
率
も
乳
幼
児
死
亡
率

も
低
く
な
い
。
す
ぐ
上
の
兄
弟
姉
妹
に
先
立
た
れ
た
者
は
、
出
生

直
後
に
耳
柔
に
切
傷
を
付
け
ら
れ
る
と
共
に
、
ひ
よ
め
き
の
回
り

を
除
い
て
髪
を
剃
り
落
し
た
り
、
穴
あ
き
銭
の
腕
輸
を
付
け
た
り
、

種
々
の
儀
礼
を
施
さ
れ
て
「
印
付
け
」
さ
れ
る
。
三
人
以
上
の
子

供
が
次
々
に
死
ん
で
育
た
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
次
に
生
ま
れ
た

子
供
は
、
月
経
の
閉
止
し
た
老
女
に
連
れ
去
ら
れ
、
遣
端
や
土
豚

の
古
い
巣
穴
な
ど
に
一
旦
捨
て
ら
れ
、
別
の
老
女
に
拾
わ
れ
て

連
れ
戻
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
特
別
な
儀
礼
行
為
を
「
印
付
け
」

（
ぎ
－
鳶
ミ
）
と
も
「
何
か
す
る
事
」
（
ミ
｝
§
）
と
も
言
い
、
こ
れ

を
施
さ
れ
た
者
を
「
印
付
き
の
者
」
と
言
う
。
「
印
付
き
の
者
」

に
は
、
そ
の
印
付
け
の
仕
方
に
従
っ
て
、
「
穴
の
子
」
、
「
小
銭
の

子
」
、
「
遣
端
の
子
」
な
ど
の
特
殊
な
名
が
付
け
ら
れ
る
。
親
達
は

印
付
き
の
子
供
の
名
前
を
尋
ら
れ
た
時
に
は
、
「
ハ
イ
エ
ナ
」
と

か
「
獣
」
と
か
「
人
に
あ
ら
ず
」
と
か
答
え
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

「
人
に
あ
ら
ず
」
が
そ
の
ま
ま
名
前
に
な
る
事
も
あ
る
。
道
端
は

ハ
イ
エ
ナ
の
出
没
す
る
所
で
あ
り
、
土
豚
の
古
い
巣
穴
は
ハ
イ
エ

ナ
の
巣
穴
で
も
、
先
立
っ
た
兄
弟
姉
妹
が
埋
め
ら
れ
て
い
る
墓
穴

の
象
徴
で
も
あ
る
。
印
付
き
の
子
供
と
は
、
ハ
イ
エ
ナ
に
連
れ
去

ら
れ
た
子
供
で
あ
り
、
墓
穴
に
埋
め
ら
れ
た
子
供
で
あ
り
、
子
を

産
む
筈
の
な
い
老
女
の
子
供
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ぱ
、
死
ん
だ

子
供
、
存
在
し
な
い
子
供
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
「
人
に
あ
ら
ざ
る

者
」
な
肌
で
あ
る
。
印
付
き
の
者
の
名
は
奇
妙
だ
が
よ
く
あ
る
名

前
で
あ
る
。
こ
の
事
実
が
、
乳
幼
児
死
亡
率
の
高
さ
を
端
的
に
物

　
　
　
＾
1
）

語
っ
て
い
る
。

　
モ
ン
セ
ヅ
ト
（
§
§
吹
、
§
）
と
は
、
「
未
必
の
故
意
」
と
で
も

訳
せ
る
概
念
だ
。
即
ち
、
完
全
に
は
実
現
し
て
い
な
い
幸
を
先
取

り
し
て
喜
ん
だ
り
、
誇
っ
た
り
、
或
い
は
そ
れ
に
言
及
す
る
事
に

よ
っ
て
、
災
厄
を
呼
び
込
ま
ず
に
は
済
ま
な
い
状
況
ま
た
は
カ
を

作
り
出
し
て
了
う
事
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
自
分
の
も
の
で
あ
れ
、

他
人
の
も
の
で
あ
れ
、
子
供
や
牛
を
賞
め
た
り
、
そ
の
数
の
多
さ

を
讃
え
た
り
、
病
人
に
回
復
を
講
合
う
の
は
大
変
に
忌
み
嫌
わ
れ

る
。
印
付
け
の
目
的
の
一
つ
は
モ
ン
セ
ヅ
ト
か
ら
子
供
を
保
護
す

る
事
で
あ
る
。

　
多
数
の
牛
を
得
、
多
数
の
妻
に
多
数
の
子
供
を
産
ま
せ
、
家
族

が
病
気
も
せ
ず
、
繁
栄
を
謁
歌
す
る
の
は
、
一
般
的
な
人
生
観
で

は
あ
っ
て
も
、
そ
の
実
現
は
例
外
的
な
果
報
で
あ
っ
て
、
1
理

想
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
ゼ
ロ
で
あ
り
正
常
で
あ
る
け
れ
ど
も
1
現
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実
の
行
動
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
過
剰
（
プ
ラ
ス
）
で
あ
る
が
故
に
異
常

で
あ
る
。
こ
の
過
剰
に
幸
な
状
態
は
、
そ
れ
故
、
適
度
に
マ
イ
ナ

ス
で
あ
る
常
態
よ
り
も
一
層
大
き
な
不
幸
を
招
き
得
る
力
を
秘
め

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
因
み
に
コ
・
ロ
ロ
イ
ヅ
ト
（
ぎ
－
§
；
S
の
観
念
に
触
れ
て
お

く
。
こ
れ
は
、
意
図
し
よ
う
と
し
ま
い
と
、
武
器
の
一
撃
で
、
一

時
に
二
人
の
敵
ま
た
は
二
頭
の
獲
物
を
倒
す
事
（
一
石
二
鳥
）
で

あ
り
、
本
人
や
家
族
に
死
な
ど
の
恐
ろ
し
い
不
幸
を
も
た
ら
さ
ず

に
は
い
な
い
行
為
ま
た
は
出
来
事
の
事
で
あ
る
。

　
人
々
が
最
も
恐
れ
る
事
態
は
、
他
人
に
妬
ま
れ
る
事
、
な
か
で

も
超
人
間
的
な
カ
を
自
由
に
駆
使
で
き
る
予
言
者
達
の
嫉
妬
を
買

う
事
だ
。
彼
等
は
無
償
で
娘
達
を
自
分
の
嫁
に
し
よ
う
と
す
る
し
、

彼
等
に
逆
え
ぱ
子
供
達
を
皆
殺
し
に
さ
れ
る
。
彼
等
と
姻
戚
関
係

に
な
れ
ぱ
、
人
々
の
言
わ
れ
な
き
恐
怖
を
買
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
子
福
者
は
、
息
子
達
の
幾
人
か
を
、
自
分
が
父
系
自
出

原
理
に
よ
っ
て
属
し
て
い
る
の
と
は
異
る
ボ
リ
エ
ヅ
ト
集
団
（
7
6

頁
参
照
）
に
移
籍
す
る
儀
礼
を
執
行
す
る
。
更
に
、
こ
の
息
子
達

の
成
人
後
の
父
称
を
、
自
分
の
幼
名
の
一
つ
に
因
む
け
れ
ど
も
、

他
の
息
子
達
と
は
別
の
も
の
に
す
る
。
ま
た
、
彼
等
を
決
し
て
自

分
の
息
子
と
は
言
及
し
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
う
。

　
息
子
達
の
ボ
リ
エ
ヅ
ト
集
団
を
変
更
す
る
こ
の
儀
礼
も
ま
た

「
何
か
す
る
事
」
と
呼
ば
れ
る
。
即
ち
、
「
何
か
す
る
事
」
儀
礼
と

は
、
異
常
な
逸
脱
現
象
を
過
剰
状
態
か
ら
で
あ
れ
、
過
度
の
不
足

状
態
か
ら
で
あ
れ
、
正
常
な
状
態
に
回
復
す
る
た
め
の
儀
礼
的
な

働
き
か
け
で
あ
る
事
が
判
明
す
る
。
逆
に
ま
た
、
「
何
か
す
る
事
」

の
観
念
の
分
析
を
通
じ
て
、
行
動
バ
タ
ー
ン
に
お
い
て
は
、
適
度

に
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
事
が
正
常
で
あ
り
、
ゼ
ロ
で
あ
る
事
と
過
度

に
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
事
と
が
逸
脱
状
況
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
事
を
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

3
　
様
々
な
逸
脱
現
象
と
災
因
カ

　
怪
我
、
病
気
、
災
厄
、
不
幸
な
ど
を
逸
脱
原
象
と
言
う
語
に
集

約
す
れ
ば
、
人
々
が
全
て
の
逸
脱
現
象
を
超
人
間
的
な
カ
に
よ
っ

て
説
明
す
る
訳
で
は
な
い
。

　
女
達
は
、
誰
も
が
、
薬
草
の
豊
か
な
知
識
を
持
っ
て
い
る
が
、

と
り
わ
け
造
詣
の
深
い
者
は
、
尊
敬
さ
れ
、
頼
ら
れ
て
い
る
。
滞

息
、
リ
ュ
ー
マ
チ
、
眼
病
、
耳
病
な
ど
に
は
、
様
々
な
薬
物
が
調

合
さ
れ
て
施
さ
れ
る
。
身
体
の
方
々
に
切
り
傷
を
入
れ
て
灰
に
し

た
薬
草
を
摩
り
込
む
事
も
あ
れ
ぱ
、
煎
じ
汁
を
飲
用
す
る
事
も
あ
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る
。
麻
疹
や
水
庖
瘡
な
ど
に
は
山
羊
の
胃
の
ス
ー
プ
を
与
え
る
。

矢
毒
の
特
効
薬
は
婦
人
の
経
血
だ
。
肋
骨
を
除
去
し
、
骨
を
接
ぐ

事
も
あ
る
。
濾
血
や
、
脳
内
の
血
栓
を
山
羊
の
角
で
吸
い
出
す
事

も
す
る
。
お
た
ふ
く
風
邪
や
子
供
の
夜
尿
症
は
、
夫
々
の
仕
方

1
い
わ
ゆ
る
感
染
呪
術
－
で
病
気
を
特
定
の
物
に
く
っ
つ
け

て
、
呪
文
を
唱
え
て
放
り
出
す
と
直
る
。
ま
た
、
毒
蛇
に
か
ま
れ

た
ら
、
す
ぐ
に
誰
か
と
性
交
す
れ
ぱ
よ
い
な
ど
、
誰
に
も
理
由
の

判
ら
な
い
対
処
法
も
少
く
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
逸
脱
現
象
は
、
比
較
的
重
大
で
な
い
原
因
に
よ
っ
て

起
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
類
学
で
し
ぱ
し
ぱ
援
用

さ
れ
る
妖
術
の
説
明
に
従
え
ぱ
、
ど
ん
な
些
細
な
出
来
事
で
あ
れ
、

直
接
の
原
因
の
背
後
に
あ
る
カ
を
想
定
す
る
事
が
可
能
な
筈
で
あ

る
。
例
え
ぱ
、
或
る
人
が
石
に
顕
い
て
怪
我
を
し
た
場
合
、
怪
我

の
直
接
の
原
因
は
そ
の
石
に
蹟
い
た
事
だ
が
、
そ
の
人
が
そ
の
時

に
そ
の
石
に
何
故
蹟
か
ね
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
か
を
問
う
事
は
可
能

な
訳
だ
。

　
だ
が
、
キ
プ
シ
ギ
ス
族
で
は
、
上
記
の
軽
微
な
逸
脱
現
象
で
は
、

そ
の
よ
う
な
形
で
原
因
が
背
後
迄
探
索
さ
れ
る
の
は
稀
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
軽
徴
な
逸
脱
現
象
は
、
背
後
に
あ
る
カ
の
同
定
と
、
そ

れ
に
対
す
る
働
き
か
け
が
行
わ
れ
ず
と
も
、
対
処
的
な
方
法
だ
け

で
逸
脱
か
ら
回
復
で
き
る
範
曙
の
も
の
だ
と
言
え
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
現
象
の
背
後
に
あ
る
超
人
間
的
な
カ
に
究
極

的
な
原
因
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
カ
を
同
定
し
、
そ
れ
に
働
き
か
け

る
事
に
よ
っ
て
し
か
回
復
で
き
な
い
逸
脱
現
象
の
範
蟻
が
あ
る
。

こ
の
範
曜
に
属
す
る
の
は
、
急
性
の
激
し
い
病
気
、
進
行
性
の
慢

性
病
、
な
じ
み
の
な
い
病
気
、
家
族
や
牛
の
連
続
死
、
妻
の
不
妊
、

夫
婦
の
子
供
達
が
育
た
な
い
、
相
つ
ぐ
死
産
や
流
産
、
地
域
的
な

災
害
、
野
菜
や
穀
物
の
枯
死
や
不
作
等
々
の
現
象
で
あ
る
。

　
特
定
の
逸
脱
現
象
の
原
因
が
特
定
の
超
人
間
的
カ
に
求
め
ら
れ

る
場
合
も
あ
る
が
、
大
抵
の
場
合
、
一
つ
の
現
象
に
複
数
の
原
因

を
想
定
す
る
事
が
可
能
で
あ
り
、
逆
に
、
或
る
超
人
間
的
な
力
が

多
様
な
逸
脱
現
象
を
ひ
き
起
す
の
で
、
回
復
の
た
め
に
は
正
確
な

原
因
の
同
定
が
肝
要
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
種
の
逸
脱
現
象
が
生
じ
る
と
、
ま
ず
家
族
が
集
っ
て
相
談

し
、
次
に
近
隣
組
織
が
寄
り
合
い
を
も
ち
、
そ
れ
で
も
原
因
を
同

定
で
き
な
い
場
合
に
は
、
女
性
の
占
師
を
訪
ね
て
診
断
を
仰
ぐ
。

寄
り
含
い
の
前
に
占
師
を
訪
ね
る
事
も
あ
る
。
最
近
で
は
、
病
気

と
思
え
ぱ
、
病
院
に
行
く
事
が
多
い
が
、
治
療
効
果
が
あ
が
ら
な

い
場
含
は
、
結
局
占
師
に
頼
る
。

　
こ
の
節
で
は
、
以
下
に
、
こ
の
種
の
逸
脱
現
象
の
原
因
と
な
る
、
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邪
術
と
死
霊
以
外
の
カ
を
紹
介
す
る
。

　
3
－
1
　
「
背
信
」
と
呪
誼
　
　
「
背
信
」
と
は
、
ゴ
ギ
ス
ト

（
轟
、
o
智
冬
）
の
仮
の
訳
語
だ
が
、
ゴ
ギ
ス
ト
と
は
或
る
種
の
社

会
的
規
範
の
侵
犯
で
あ
り
、
な
か
で
も
、
恩
を
忘
れ
た
り
、
恩
を

仇
で
報
い
る
の
が
最
も
著
し
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
キ
プ
シ
ギ
ス
族
は
、
婚
資
と
し
て
も
、
殺
人
に
対
す
る
血
償
と

し
て
も
数
頭
の
牛
を
支
払
う
。
ま
た
、
牛
疫
や
敵
に
よ
る
略
奪
に

よ
っ
て
自
分
の
牛
を
一
挙
に
失
う
事
を
恐
れ
て
、
遠
方
の
友
人
達

に
牛
を
少
し
ず
つ
預
託
す
る
。
牛
乳
は
預
り
主
の
も
の
と
な
る
。

自
家
の
暮
し
に
必
要
な
以
上
に
増
え
た
牛
の
少
く
と
も
半
数
を
友

人
に
預
託
す
る
事
が
社
会
の
捷
で
あ
り
、
そ
う
し
な
い
者
は
、
極

め
て
悪
い
評
判
を
と
る
。
こ
の
よ
う
に
、
牛
は
、
個
人
や
集
団
が

同
盟
関
係
を
結
ぴ
、
或
い
は
損
わ
れ
た
同
盟
関
係
を
修
復
す
る
た

め
の
最
も
重
要
な
媒
介
で
あ
る
が
、
璽
大
な
「
背
信
」
は
、
当
然

行
わ
れ
る
ぺ
き
牛
の
支
払
い
や
譲
渡
の
不
履
行
と
関
連
し
て
考
え

ら
れ
る
事
が
多
い
。
「
背
信
」
の
観
念
を
具
体
的
に
知
る
た
め
に

例
を
引
こ
う
。

　
事
例
1
　
A
は
、
友
人
B
と
共
に
、
グ
シ
イ
族
か
ら
雌
牛
を
一

　
頭
略
奪
し
て
来
た
。
雌
牛
は
A
の
家
で
飼
わ
れ
、
子
孫
が
増
殖

　
し
た
。
A
は
B
が
遠
方
に
住
ん
で
い
る
の
を
よ
い
事
に
、
願
し

　
続
け
て
、
約
束
さ
れ
た
敢
り
分
を
B
に
渡
さ
な
か
っ
た
。
こ
れ

　
ら
の
牛
を
婚
資
に
用
い
た
A
の
長
男
（
C
）
の
子
供
達
は
生
後

　
間
も
無
く
死
ん
で
一
人
も
育
た
な
か
っ
た
。
A
の
次
男
（
第
三

　
妻
の
長
男
）
の
第
一
妻
の
子
供
達
は
一
人
の
息
子
を
、
第
二
妻

　
の
子
供
達
は
一
人
の
娘
を
除
い
て
、
全
員
夫
逝
し
た
。
事
を
訴

　
し
ん
だ
近
隣
組
織
が
寄
り
合
い
を
も
ち
、
A
の
同
年
齢
組
の
老

　
人
達
に
よ
っ
て
、
A
の
B
に
対
す
る
「
背
信
」
が
原
因
だ
と
判

　
断
さ
れ
た
。
B
の
取
り
分
の
牛
ぱ
か
り
で
な
く
、
A
の
取
り
分

　
の
牛
も
、
C
の
岳
父
か
ら
B
に
引
き
渡
さ
れ
、
謝
罪
儀
礼
と
去

　
勢
牛
の
供
犠
が
行
わ
れ
た
。

　
英
語
の
力
ー
ス
（
o
…
竃
）
生
言
う
概
念
は
、
言
葉
に
よ
っ
て
超

自
然
的
な
カ
に
訴
え
て
行
わ
れ
る
正
当
な
攻
撃
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
日
本
語
の
呪
い
と
は
、
む
し
ろ
言
葉
や
身
振
り
に
よ
っ

て
超
人
間
的
な
カ
に
訴
え
て
行
わ
れ
る
邪
悪
な
攻
撃
を
言
う
。
キ

プ
シ
ギ
ス
の
チ
ュ
ビ
ス
ィ
エ
ッ
ト
（
き
ミ
ミ
之
ミ
）
は
力
ー
ス
に
近

い
が
、
正
当
性
に
つ
い
て
多
少
の
陵
昧
さ
が
残
り
、
呪
い
の
要
素

も
幾
分
内
包
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
チ
ュ
ビ
ス
ィ
エ
ヅ
ト
を
呪

誼
と
訳
し
て
お
く
。

「
背
信
」
を
犯
し
た
者
は
、
何
時
か
必
ず
超
人
間
的
な
力
に
よ
っ

て
制
裁
を
加
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
過
程
は
、
被
害
者
が
呪
証
す
る
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事
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
る
。
強
カ
な
呪
誼
カ
を
持
つ
氏
族
が
幾
つ

か
あ
り
、
正
体
不
明
の
犯
罪
者
に
向
け
ら
れ
る
、
近
隣
組
織
に
よ

る
集
合
的
な
呪
誼
に
責
任
を
持
っ
て
い
る
。

　
キ
プ
シ
ギ
ス
族
で
は
、
重
大
な
逸
脱
現
象
の
大
き
な
部
分
は
、

「
背
信
」
と
呪
証
に
原
因
を
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
事
実
は
、
先
に

述
べ
た
人
生
観
と
も
強
い
関
連
性
を
持
つ
。
当
り
前
に
生
き
て
い

る
限
り
、
紳
は
幸
を
約
束
し
て
く
れ
る
筈
だ
が
、
人
は
、
何
時
何

処
で
「
背
信
」
を
犯
し
て
い
な
い
と
も
隈
ら
な
い
。
そ
れ
が
現
実

の
行
動
バ
タ
ー
ン
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
3
1
2
　
ム
マ
．
英
語
の
オ
ー
ス
（
〇
四
員
宣
誓
）
と
は
、
自
ら

の
正
当
性
の
証
明
の
た
め
に
趨
人
間
的
な
カ
に
訴
え
か
け
る
事
で

あ
る
。
ム
マ
（
§
ミ
§
s
）
は
自
己
の
正
当
性
の
主
張
の
た
め
に
行

う
行
為
で
あ
る
点
で
は
オ
ー
ス
に
似
る
が
、
大
き
な
違
い
も
あ
る
。

ム
マ
で
は
、
当
事
者
双
方
が
相
互
に
呪
誼
し
合
い
邪
術
を
か
け
あ

う
。
そ
の
結
果
、
必
ず
、
当
事
者
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
、
家
族
が

当
事
者
と
の
関
係
性
の
薄
い
者
か
ら
順
に
次
々
と
死
ん
で
ゆ
く
と

言
う
、
特
徴
的
な
不
幸
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
当
事
者
の
一
方
が
、

鍛
冶
屋
に
依
頼
し
て
秘
か
に
一
方
的
に
ム
マ
を
行
う
場
合
が
あ
り
、

こ
の
場
合
は
オ
ー
ス
と
言
う
よ
り
も
邪
術
に
近
い
面
が
あ
る
。

　
3
1
3
　
そ
の
他
の
カ
　
こ
の
他
に
は
、
ソ
ゴ
ラ
ン
．
（
竃
溶
－

、
§
）
と
言
う
、
「
不
自
然
さ
」
と
で
も
訳
せ
る
概
念
が
あ
る
。
こ

れ
は
、
牛
が
尻
尾
を
巻
き
つ
け
る
、
背
の
瘤
を
割
る
、
犬
や
山
羊

や
羊
が
屋
根
に
登
る
、
人
間
の
乳
房
を
吸
う
な
ど
の
行
為
を
す
る

事
で
あ
る
。
獣
は
殺
さ
れ
、
家
人
が
引
越
す
事
も
あ
る
。
近
親
相

姦
も
こ
の
範
畷
に
入
り
、
不
妊
を
も
た
ら
す
。

　
グ
ワ
ニ
ン
ド
（
棄
．
§
畠
ミ
ミ
き
）
と
は
、
「
き
つ
さ
」
「
に
が
さ
」

に
相
当
す
る
語
で
、
殺
人
、
死
体
と
の
接
触
、
割
礼
前
の
娘
の
出

産
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
る
状
態
の
カ
だ
。
こ
の
状
態
に
あ
る
者
は
、

雄
羊
を
供
犠
し
、
尾
の
脂
を
塗
布
さ
れ
る
事
に
よ
っ
て
浄
化
さ
れ

る
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
数
日
間
人
々
か
ら
隔
離
さ
れ
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
。

　
ニ
ギ
ス
（
ミ
電
坊
）
は
「
重
さ
」
と
訳
せ
、
出
産
、
ロ
バ
の
死
、

イ
ニ
シ
ェ
ー
シ
ョ
ン
諸
儀
礼
を
受
け
て
い
る
最
中
の
者
の
死
な
ど

に
よ
っ
て
生
じ
る
状
態
の
カ
で
、
後
二
者
は
、
接
触
し
た
者
に
死

を
も
た
ら
す
。
左
利
き
の
印
付
き
の
女
性
も
「
重
さ
」
を
も
っ
て

い
る
の
で
、
第
一
妻
に
な
れ
な
い
。

　
ス
ィ
ム
ゥ
ェ
ヅ
ク
（
包
§
§
寺
）
は
性
交
後
に
生
じ
る
「
汚
れ
」

で
、
こ
の
「
性
交
の
汚
れ
」
を
持
っ
た
人
が
通
り
か
か
る
と
、
病

人
や
妊
婦
が
影
響
を
受
け
る
。
姦
淫
に
よ
る
「
性
交
の
汚
れ
」
は

強
く
、
相
手
の
伴
侶
は
こ
れ
に
犯
さ
れ
れ
ぱ
死
ぬ
。
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ケ
レ
ヅ
ク
（
ぎ
ミ
討
）
は
赤
ん
坊
が
持
っ
て
い
る
「
汚
れ
」
で

あ
り
、
父
親
だ
け
が
触
る
と
犯
さ
れ
て
痴
呆
化
す
る
。

　
ム
ト
ゥ
リ
ア
ッ
ト
（
§
ミ
ミ
ミ
）
は
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
諸
儀

礼
を
受
け
て
い
る
者
の
汚
れ
で
、
他
人
を
愚
鈍
に
す
る
。

　
各
種
の
汚
れ
は
、
姦
淫
に
よ
る
「
性
交
の
汚
れ
」
を
除
い
て
、

水
で
洗
え
ぱ
流
れ
落
ち
る
。

　
キ
プ
シ
ギ
ス
に
は
、
タ
ブ
ー
に
当
る
概
念
も
語
も
無
い
が
、
例

え
ぱ
、
後
向
き
に
戸
口
か
ら
出
る
と
か
、
家
な
ど
の
境
界
越
し
に

握
手
を
す
る
と
言
っ
た
非
常
識
な
行
為
や
逆
立
し
た
行
為
も
ま
た
、

他
人
に
不
幸
を
も
た
ら
す
と
信
じ
ら
れ
忌
み
嫌
わ
れ
る
。

4
　
死
霊

　
死
霊
も
、
「
背
信
」
や
呪
証
、
邪
術
と
並
ん
で
、
逸
脱
現
象
の

主
要
な
説
明
原
理
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
死
霊
と
は
祖
霊

の
事
で
あ
る
。
不
幸
を
も
た
ら
す
の
は
祖
霊
に
隈
ら
れ
、
そ
れ
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

外
の
死
霊
が
人
々
を
苦
し
め
る
の
は
極
め
て
例
外
的
で
あ
る
。

　
キ
プ
シ
ギ
ス
族
の
祖
霊
観
を
知
る
う
え
で
重
要
な
の
は
、
祖
先

の
霊
魂
が
子
孫
の
新
生
児
に
再
来
す
る
と
言
う
観
念
で
あ
る
。
胎

児
が
こ
の
世
に
生
を
う
け
る
た
め
に
は
、
祖
霊
が
分
娩
と
同
時
に

新
生
児
に
入
り
込
ん
で
、
そ
の
子
の
魂
に
な
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
。
赤
ん
坊
が
生
ま
れ
る
と
、
同
性
の
祖
先
の
名
が
次
々
と
呼
ぴ

あ
げ
ら
れ
、
赤
ん
坊
が
く
し
ゃ
み
を
し
た
時
点
に
名
前
を
呼
ぱ
れ

て
い
た
祖
霊
が
入
り
込
ん
だ
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
祖
霊
は
招
請

霊
（
ぎ
ミ
§
“
）
と
呼
ぱ
れ
、
招
講
霊
の
名
前
が
幼
名
の
一
つ
で

あ
る
祖
霊
名
と
し
て
そ
の
赤
ん
坊
に
与
え
ら
れ
る
。
家
族
の
者
は
、

自
分
と
招
講
霊
と
の
関
係
に
基
づ
い
て
、
オ
ジ
イ
サ
ン
、
オ
ト
ウ

サ
ン
な
ど
と
そ
の
子
を
呼
ぷ
。

　
祖
霊
達
は
、
子
孫
に
再
来
す
る
事
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
。

新
生
児
の
最
初
の
吸
気
と
共
に
そ
の
体
中
に
入
り
込
も
う
と
、
複

数
の
祖
霊
が
殺
倒
す
る
と
難
産
に
な
る
が
、
何
ら
か
の
理
由
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ヨ
〕

祖
霊
が
入
り
込
む
事
を
拒
む
と
、
不
妊
や
死
産
が
結
果
す
る
。
父

系
出
自
社
会
で
あ
る
キ
プ
シ
ギ
ス
族
で
は
、
入
り
込
む
べ
き
祖
霊

が
な
い
の
だ
か
ら
、
私
生
児
は
、
何
処
か
の
死
霊
が
紛
れ
込
む
の

を
防
ぐ
た
め
に
、
産
声
を
挙
げ
る
前
に
土
で
鼻
と
口
を
塞
い
で
殺

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
招
講
霊
の
同
定
を
誤
っ
て
赤
ん
坊
に
別

の
祖
霊
の
名
前
を
つ
け
る
と
、
招
講
霊
は
何
時
迄
も
赤
ん
坊
に
口

を
利
か
せ
な
い
と
か
、
這
わ
せ
て
歩
か
せ
な
い
と
か
、
病
気
が
ち

に
し
て
苦
し
め
る
。
こ
れ
ら
の
現
象
は
招
講
霊
の
異
議
申
し
立
て

の
典
型
的
な
兆
候
な
の
で
、
す
ぐ
に
命
名
儀
礼
を
や
り
直
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

正
し
く
招
講
霊
を
同
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
招
講
霊
は
守
護
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霊
と
は
な
ら
ず
、
入
り
込
ん
だ
者
を
と
り
殺
し
て
了
う
事
も
あ
る

　
　
　
？
）

と
言
わ
れ
る
。

　
死
霊
は
、
決
し
て
親
愛
の
対
象
で
は
な
く
、
飽
く
迄
も
、
恐
れ

て
遠
ざ
け
ら
れ
る
。
死
霊
は
、
子
孫
の
遣
徳
性
と
は
必
ず
し
も
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
毛
　
ラ
　
ル

係
な
く
不
幸
を
も
た
ら
す
非
遣
徳
的
な
力
で
あ
る
。
死
霊
は
、
往

々
、
子
孫
を
恋
し
が
っ
て
、
或
い
は
唯
単
に
ピ
ー
ル
や
肉
を
欽
食

し
た
い
が
た
め
に
子
孫
を
苦
し
め
、
兆
候
を
媒
介
に
し
て
意
志
を

子
孫
に
伝
え
よ
う
と
す
る
。
祖
霊
界
で
夫
婦
喧
嘩
し
た
死
霊
が
自

分
の
言
い
分
を
子
孫
に
聞
い
て
貰
い
た
く
て
苦
し
め
る
事
さ
え
あ

る
。

　
事
例
2
　
あ
る
女
性
が
、
結
婚
後
三
年
間
不
妊
だ
っ
た
の
で
占

　
師
に
診
て
貰
っ
た
と
こ
ろ
、
彼
女
の
夫
の
父
で
あ
る
死
霊
が
、

　
実
の
娘
に
会
い
た
が
っ
て
苦
し
め
て
い
た
事
が
判
明
し
た
。
こ

　
の
死
霊
は
、
自
分
の
山
羊
を
食
べ
た
が
っ
て
も
い
た
。
だ
が
、

　
死
後
一
八
年
経
っ
て
お
り
、
ま
た
彼
の
山
羊
の
子
孫
の
殆
ん
ど

　
が
病
気
で
死
に
絶
え
て
い
た
た
め
に
、
「
彼
の
山
羊
」
を
見
つ

　
け
る
の
は
困
難
を
極
め
た
。
や
が
て
不
妊
の
婦
人
の
家
の
外
の

　
祭
壇
で
「
彼
の
山
羊
」
が
供
犠
さ
れ
、
心
臓
、
肝
臓
、
胃
、
腸
、

　
舌
、
あ
ぱ
ら
、
後
肢
か
ら
、
夫
々
一
イ
ン
チ
角
程
の
肉
片
が
切

　
り
取
ら
れ
、
半
割
り
の
瓢
箪
に
入
れ
て
、
死
霊
に
供
え
ら
れ

　
た
。
次
に
、
ほ
ぽ
同
様
の
肉
片
が
別
の
半
割
瓢
箪
に
収
め
ら
れ
、

　
そ
の
死
霊
の
妻
、
即
ち
件
の
婦
人
の
夫
の
母
親
で
あ
る
死
霊
に

　
供
え
ら
れ
、
平
穏
な
暮
し
を
願
う
祈
り
が
神
に
捧
げ
ら
れ
、
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

　
霊
達
は
子
孫
に
好
意
的
で
あ
る
よ
う
に
と
宥
め
ら
れ
た
。

　
こ
れ
が
、
慰
撫
儀
礼
と
死
霊
の
性
質
を
示
す
典
型
的
な
例
で
あ

る
。
と
は
言
え
、
死
霊
が
子
孫
に
不
幸
を
も
た
ら
す
に
足
る
（
正

当
な
）
根
拠
を
持
っ
て
い
る
場
合
も
少
く
な
い
。
悪
業
の
故
に
秘

か
に
家
族
に
殺
さ
れ
た
り
、
看
病
を
受
け
ず
に
死
ん
だ
り
、
生
前

、
家
族
に
虐
待
さ
れ
た
者
の
死
霊
は
苛
酷
に
害
を
な
す
。
埋
葬
の
遅

れ
た
者
の
場
合
も
同
様
だ
。
父
親
は
長
男
が
、
母
親
は
末
男
が
埋

葬
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
等
が
不
在
な
ら
別
の
親
族
が
責
任

を
負
う
が
、
キ
プ
シ
ギ
ス
の
人
々
が
近
親
の
も
の
で
あ
っ
て
も
死

体
と
の
接
触
を
極
度
に
恐
れ
る
の
と
、
氏
族
が
全
土
に
広
く
分
散

し
て
い
る
た
め
に
、
往
々
埋
葬
が
遅
れ
る
。
す
る
と
死
霊
は
、
家

族
の
子
供
達
を
順
々
に
殺
し
始
め
る
。
こ
の
場
合
に
も
、
ビ
i
ル

を
醸
し
、
山
羊
を
供
犠
し
て
、
事
例
2
と
同
様
の
慰
撫
儀
礼
が
執

行
さ
れ
る
。

　
氏
族
は
、
外
婚
単
位
で
あ
る
と
共
に
、
血
償
の
支
払
い
と
受
け

取
り
の
単
位
で
も
あ
る
。
血
償
の
取
り
立
て
が
遅
滞
し
た
り
、
そ

の
額
が
小
さ
過
ぎ
る
と
、
死
霊
が
氏
族
の
者
を
害
し
始
め
る
。
だ
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が
、
血
償
が
き
ち
ん
と
受
け
取
ら
れ
る
隈
り
は
、
死
霊
は
、
ど
ん

な
に
理
不
尽
で
残
虐
な
殺
さ
れ
方
を
し
て
い
よ
う
と
、
決
し
て
氏

族
の
人
々
も
、
殺
人
者
の
氏
族
の
人
々
も
苦
し
め
た
り
す
る
事
は

な
い
の
で
あ
る
。

5
　
邪
術

　
こ
こ
で
は
、
邪
術
を
、
人
類
学
で
言
う
ソ
ー
サ
リ
ー
（
㎝
o
『
畠
q
）

で
は
な
く
、
趨
人
間
的
な
カ
に
訴
え
て
行
う
邪
悪
な
攻
撃
一
般
を

広
く
指
す
も
の
と
す
る
。
邪
術
一
般
に
広
く
対
応
す
る
の
は
ポ
ニ

ス
ィ
エ
ヅ
ト
（
寸
§
室
s
圭
言
う
概
念
で
あ
る
。
ポ
ニ
ス
ィ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ア
）

ツ
ト
と
は
、
本
来
、
物
を
用
い
る
邪
術
の
事
で
あ
る
。
邪
術
者

（
言
ミ
ミ
s
に
は
次
の
下
位
区
分
が
あ
る
。
邪
術
婦
（
言
ミ
ミ
s

は
、
最
も
狭
い
意
味
で
の
邪
術
を
行
う
者
で
、
女
性
で
あ
り
、

「
感
染
呪
術
」
に
よ
っ
て
共
妻
を
初
め
と
す
る
他
の
女
性
の
子
供

を
殺
す
が
、
牛
に
は
攻
撃
し
な
い
。
影
や
足
跡
を
掬
い
、
こ
れ
を

通
し
て
ゴ
、
ミ
を
身
体
に
入
れ
込
む
術
を
使
う
者
は
「
嫉
妬
女
」

（
O
ぎ
言
ミ
ミ
）
と
呼
ぱ
れ
る
。
「
邪
妻
」
（
O
ぎ
喜
§
§
ミ
S
は
夫

だ
け
を
攻
撃
し
、
彼
を
意
の
健
に
制
御
す
る
者
で
あ
る
。
「
赤
ん

坊
の
汚
れ
」
（
8
2
頁
参
照
）
の
つ
い
た
手
を
洗
わ
な
い
妻
も
邪
妻

と
見
倣
さ
れ
る
。
邪
術
婦
や
「
嫉
妬
女
」
は
同
時
に
邪
妻
で
も
あ

る
事
が
多
く
、
夫
に
正
体
が
知
ら
れ
る
と
「
妻
の
邪
術
」
の
カ

を
用
い
て
夫
を
支
配
し
て
了
う
。
男
の
邪
術
者
は
「
腱
使
い
」

（
竃
ぎ
ミ
芦
と
ミ
〕
）
と
言
い
、
他
人
の
牛
の
体
内
に
獣
の
腱
を
入
れ

込
み
、
内
臓
を
縛
っ
て
殺
す
が
、
人
間
は
攻
撃
し
な
い
。
「
腱
使

い
」
に
類
す
る
の
は
「
風
持
ち
」
で
、
大
量
の
風
を
牛
－
主
と

し
て
雄
牛
　
　
に
付
け
る
。
「
風
持
ち
」
は
カ
プ
コ
ル
ウ
ォ
レ
ヅ

ク
氏
族
の
者
に
限
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
愛
の
感
染
呪
術
」
も
邪
術

と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
事
実
か
ら
も
過
剰
な
幸
は
例
外
的

な
果
報
で
あ
り
、
嫉
妬
さ
れ
、
邪
術
が
行
使
さ
れ
て
い
る
疑
い
が

常
に
か
け
ら
れ
得
る
こ
と
が
窺
い
知
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
の
邪
術

は
、
母
か
ら
娘
へ
、
父
か
ら
息
子
へ
と
相
続
さ
れ
て
ゆ
く
。

　
以
上
が
狭
義
の
邪
術
だ
が
、
「
邪
視
」
が
こ
れ
に
近
い
カ
で
あ

る
。
眼
に
強
い
カ
を
宿
し
て
い
る
男
性
が
、
赤
ん
坊
や
幼
獣
、
瓢

箪
、
イ
ニ
シ
ェ
ー
シ
ヨ
ン
過
程
に
あ
る
者
な
ど
「
や
わ
ら
か
い
」

も
の
を
見
る
と
そ
れ
ら
に
危
害
が
及
ぶ
。
だ
が
邪
視
は
、
狭
義
の

邪
術
の
よ
う
に
意
図
的
に
相
続
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
生
得
の

属
性
で
あ
り
、
一
種
の
病
気
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
女
性
の
側

で
こ
れ
に
対
応
す
る
の
が
「
邪
影
」
圭
言
う
力
ま
た
は
病
気
で
、

こ
れ
を
持
つ
女
性
の
影
が
落
ち
た
所
に
触
れ
る
と
、
妊
産
婦
が
病

気
に
な
る
。
邪
視
も
邪
影
も
本
人
に
攻
撃
の
意
図
が
無
い
点
か
ら

6η
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も
狂
義
の
邪
術
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
但
し
、
邪
視
者
は
、
早
朝
暫
く
の
間
太
陽
を
見
つ
め
て
眼
の
カ

を
減
退
さ
せ
る
事
と
、
「
や
わ
ら
か
い
」
も
の
に
は
視
線
を
向
け

な
い
事
と
が
、
邪
影
者
は
、
妊
産
婦
の
い
る
家
や
場
所
に
接
近
す

る
場
合
に
、
事
前
に
声
を
か
け
て
接
近
を
通
報
し
て
、
不
幸
な
事

態
を
回
避
す
る
事
が
、
当
然
の
義
務
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
義
務
を
果
さ
な
か
っ
た
り
、
意
図
的
に
邪
視
や
邪
影
を
用
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
〕

場
合
に
は
、
邪
術
者
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
整
理
し
て
み
る
と
、
邪
視
や
邪
影
は
、
各
種
の

「
汚
れ
」
や
「
重
さ
」
、
「
き
つ
さ
」
な
ど
に
近
い
カ
で
あ
る
事
が

判
る
。
そ
の
差
は
カ
が
恒
久
的
か
一
時
的
か
の
差
に
過
ぎ
な
い
。

汚
れ
の
状
態
に
あ
る
者
が
、
課
せ
ら
れ
た
規
制
に
違
反
し
て
行
動

す
れ
ば
、
他
人
に
危
害
が
及
ぶ
事
に
な
り
、
違
反
者
は
邪
術
者
と

さ
れ
る
。
即
ち
、
本
来
は
正
当
性
に
つ
い
て
は
中
立
で
あ
り
、
攻

撃
性
を
持
た
な
い
諸
力
も
、
結
果
と
し
て
危
害
を
も
た
ら
せ
ば
邪

術
と
見
傲
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
少
く
と
も
部
分
的
に
は
社
会
的
な
効
用
を
認
め
ら
れ
た

正
当
な
カ
も
、
同
様
に
、
結
果
と
し
て
邪
術
と
見
傲
さ
れ
得
る
事

実
に
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
占
師
は
「
占
夢
」
（
竃
票
亨

§
寺
）
圭
言
う
力
を
持
ち
、
守
護
霊
と
交
流
し
て
ヴ
ィ
ジ
冒
ン
を

得
、
事
の
真
相
を
知
り
、
病
気
を
癒
し
、
不
幸
を
取
り
除
く
事
が

で
き
る
。
・
従
っ
て
占
師
の
社
会
的
な
役
割
は
極
め
て
重
要
な
も
の

だ
が
、
占
夢
の
力
の
意
図
的
な
操
作
者
と
も
見
倣
さ
れ
、
人
々
の

占
師
に
対
す
る
感
情
は
両
義
的
で
あ
り
、
占
師
は
往
々
呪
誼
な
ど

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
逸
脱
現
象
の
解
釈
の
大
き
な
部
分
は
占

師
が
関
り
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
。

　
予
言
者
は
、
部
族
間
の
戦
争
と
雄
奪
戦
が
盛
ん
だ
っ
た
当
時
に

は
、
勝
利
と
戦
果
を
得
る
た
め
に
、
事
前
に
必
ず
相
談
を
受
け
る
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
社
会
的
存
在
だ
っ
た
。
だ
が
、
予
言
者
は
、

気
象
を
自
在
に
操
作
で
き
る
程
強
カ
な
力
を
持
つ
が
、
故
意
に
天

災
を
起
し
、
そ
れ
を
改
善
す
る
事
で
人
々
か
ら
報
酬
を
得
て
蓄
財

す
る
輩
と
も
見
微
さ
れ
、
大
い
に
恐
れ
ら
れ
た
。
彼
等
の
行
為
も

邪
術
に
分
類
さ
れ
、
今
日
で
は
社
会
的
効
用
を
全
く
認
め
ら
れ
て

お
ら
ず
、
唯
々
恐
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
呪
証
は
「
口
に
よ
る
邪
術
」
と
も
呼
ぱ
れ
る
。
部
族
内
部
の
牛

泥
棒
は
、
盗
ん
だ
牛
が
怯
え
て
鳴
き
声
を
立
て
る
と
、
「
お
前
が

飼
い
主
に
災
を
も
た
ら
す
よ
う
に
い
」
と
呪
証
し
な
が
ら
舌
を
切

り
取
る
と
言
う
。

　
キ
プ
シ
ギ
ス
族
の
人
々
は
、
腹
の
白
い
或
る
種
の
鷲
が
神
意
を

伝
え
る
と
信
じ
、
こ
の
鷲
を
「
兆
」
と
呼
ぷ
。
重
大
な
用
件
が
あ
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（87）　災因としての死霊と邪術

っ
て
旅
を
す
る
時
に
は
、
怠
り
な
く
、
自
分
と
こ
の
鷲
と
の
相
対

的
な
位
置
関
係
を
知
り
、
吉
凶
の
兆
を
正
確
に
読
み
と
っ
て
、
相

応
の
行
動
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
の
隣
人
の
一
人
が
、

幾
度
旅
に
出
よ
う
と
し
て
も
鷲
の
告
げ
る
兆
が
常
に
悪
い
の
に
腹

を
立
て
て
、
こ
の
鷲
を
呪
誼
し
て
落
し
て
了
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

　
盗
ま
れ
た
牛
や
鷲
の
行
動
は
、
こ
れ
ら
の
呪
誼
者
に
と
っ
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
）

不
都
合
で
あ
っ
て
も
、
本
来
は
正
当
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
呪

誼
で
攻
撃
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
含
の
呪
誼
は
、
カ
ー
ス

で
は
な
く
、
ま
さ
に
「
口
に
よ
る
邪
術
」
に
他
な
ら
な
い
。

　
ム
マ
の
中
で
も
「
鱗
の
吹
き
口
の
ム
マ
」
は
、
最
も
強
カ
で
、

恐
れ
ら
れ
る
。
近
隣
裁
判
の
決
定
は
、
た
と
え
内
心
不
服
で
も
潔

く
従
う
の
が
社
会
規
範
で
あ
る
。
近
隣
裁
判
は
、
十
分
に
時
間
を

か
け
て
妥
協
点
を
見
出
す
よ
う
に
努
め
る
が
、
再
審
は
し
な
い
。

今
日
で
は
、
裁
判
所
へ
控
訴
で
き
る
も
の
の
、
裁
判
所
で
も
九
割

以
上
は
近
隣
裁
判
の
決
定
が
支
持
さ
れ
る
し
、
民
事
で
は
、
近
隣

裁
判
を
済
ま
さ
な
け
れ
ぱ
裁
判
所
に
控
訴
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
、

ど
う
し
て
も
近
隣
裁
判
の
決
定
な
い
し
は
「
判
決
」
に
承
服
で
き

な
い
者
は
、
繍
の
吹
き
口
を
、
夜
間
秘
か
に
相
手
の
家
の
庭
木
な

ど
に
仕
掛
け
、
自
分
の
正
当
性
を
主
張
し
、
相
手
を
呪
誼
す
る
。

攻
撃
者
の
言
い
分
が
正
当
で
あ
れ
ぱ
、
吹
き
口
を
仕
掛
け
ら
れ
た

者
の
子
孫
は
絶
え
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
攻
撃
者
の
言
い
分

が
正
当
か
ど
う
か
に
関
り
な
く
、
累
は
攻
撃
者
の
子
孫
に
も
必
ず

及
び
、
彼
等
も
何
時
か
は
死
に
絶
え
る
。
そ
れ
故
、
輸
の
吹
き
口

の
ム
マ
に
訴
え
よ
う
と
す
る
者
は
、
攻
撃
対
象
の
家
に
達
す
る
迄

に
で
き
る
だ
け
遠
い
道
の
り
を
ジ
グ
ザ
グ
に
歩
い
て
距
離
を
稼
ぐ
。

ム
マ
の
カ
は
旬
葡
性
の
毒
蔓
草
の
如
く
、
攻
撃
者
の
足
跡
を
辿
っ

て
、
ジ
ワ
ジ
ワ
と
彼
の
子
孫
を
捕
え
て
ゆ
く
と
考
え
ら
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ム
マ
は
、
一
般
的
に
は
ム
マ
と
言
う
よ
り
も

ソ
イ
ウ
ェ
ヅ
ト
（
竃
ぎ
ミ
輔
の
吹
き
口
）
と
言
う
力
と
し
て
知
ら

れ
て
お
り
、
狭
義
の
邪
術
に
極
め
て
近
似
し
た
カ
だ
と
考
え
ら
れ

　
　
＾
加
〕

て
い
る
。

　
以
上
に
概
観
し
た
よ
う
に
、
邪
術
に
対
応
す
る
ポ
ニ
ス
ィ
エ
ヅ

ト
と
言
う
カ
の
概
念
は
、
三
つ
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
捉
え
ら
れ
る
。
即

ち
、
最
も
狭
い
意
味
で
は
、
「
感
染
呪
術
」
に
よ
る
、
女
性
の
女

性
に
対
す
る
攻
撃
で
あ
る
。
次
い
で
、
社
会
が
等
し
く
正
当
性
を

認
め
な
い
カ
に
よ
る
攻
撃
で
あ
る
。
最
後
に
、
正
当
性
に
関
し
て

は
中
立
な
カ
や
、
一
般
に
社
会
的
な
効
用
を
認
め
ら
れ
た
正
当
な

カ
を
悪
用
し
た
攻
撃
で
あ
る
。

　
邪
術
の
観
念
の
分
析
か
ら
逆
照
射
さ
れ
る
の
は
、
超
人
間
的
な
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表一1　キプシギス族の超人間的なカの種類と属栓

行被　手　　段
為　害
　　　　言身者者物葉振

意正
図　当

性　性

P（
邪

○

術
n）
i
S
i
e
t

ponindet（邪術者）

chepsuriot（嫉妬女）

chepkwombiot（邪妻）
sakl］tjn〔＿det〕　（咀建イ吏し、）

風持ち

orkoiyot（予言者）

f　i

i　f

f　m
㎜　牛

m　牛
m

十　一　一　十

十　一　一　十

十｛十〕（十」十

十　一　一　十

十　一　一　十

十（十）（十）十

SuliSiet（邪視）

mimtlk（邪影）
m　　一一十　一φ
f　f　一一十　一　φ

S090ran（不自然さ）

ngIwanindo（にがさ，きつさ）

nyigjS　（理…さ）

5imwek（性交の汚れ）

kerek（赤ん坊の汚れ）

muturiat（ノヴィスの汚れ）

十

十

十

十

十

十

十　一

十1＋j

一　φ

一　φ

一　φ

一　φ

SOiWet（鞠の吹き口）

m・ma（ムマ）
chubisiet　（四兄言乱）

ngI09iStO（r背信」）

ko－rorot（一石二鳥）

mOng’Set（未必の故意）

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十　一

十　±

十　十

（十〕一

（十j＋

01ndet　（死蓋肇） 一一一1・φ
aSi≡≡（辛中）

十　φ
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（89）　災因としての死霊と邪術

調
査
L
参
加
者
の
一
人
と
し
て
、
研
究
対
象
と
な
っ
た
諸
部
族
の

災
因
論
を
文
化
動
態
諭
の
視
点
か
ら
比
較
研
究
す
る
た
め
の
材
料

を
提
供
す
る
た
め
に
、
死
霊
と
邪
術
の
観
念
と
を
対
照
し
な
が
ら
、

キ
プ
シ
ギ
ス
族
の
災
因
論
の
構
造
の
概
要
を
明
ら
か
に
す
る
事
で

あ
っ
た
。
だ
が
、
キ
プ
シ
ギ
ス
族
の
災
因
論
に
お
い
て
、
最
も
重

要
な
説
明
原
理
は
、
や
は
り
「
背
信
」
と
呪
証
の
観
念
で
あ
る
こ

と
が
、
結
論
と
し
て
再
確
認
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

　
死
霊
が
危
害
を
及
ぽ
す
の
は
、
家
族
な
ど
氏
族
の
者
に
限
ら
れ

て
い
る
。
理
由
は
、
死
霊
が
子
孫
の
関
心
を
引
き
た
い
た
め
で
あ

る
が
、
理
不
尽
で
身
勝
手
な
も
の
で
あ
る
事
が
少
く
な
い
。
だ
が
、

死
霊
は
、
し
ぱ
し
ぱ
、
老
後
の
福
祉
、
埋
葬
等
の
死
後
の
安
寧
、

血
償
の
受
け
取
り
な
ど
、
氏
族
に
課
せ
ら
れ
た
義
務
を
子
孫
が
全

う
し
な
い
事
に
対
し
て
憤
っ
て
も
い
る
。
死
霊
が
も
た
ら
す
不
幸

は
、
殆
ん
ど
出
産
や
子
供
の
生
長
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た

既
に
別
の
所
で
述
べ
た
が
、
キ
プ
シ
ギ
ス
族
の
霊
魂
の
再
来
、
或

い
は
「
再
受
肉
」
の
観
念
も
、
母
系
の
中
央
バ
ン
ト
ゥ
語
系
諸
族

を
初
め
東
部
及
び
南
部
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
類
似
の
観
念
よ
り
ず

っ
と
一
貫
性
の
あ
る
も
の
と
は
言
え
、
や
は
り
名
辞
的
な
性
格
が

（
旭
）

強
い
。
父
系
氏
族
と
は
、
一
人
の
共
通
の
先
祖
か
ら
、
男
性
を
通

じ
て
、
系
を
辿
る
出
自
集
団
だ
が
、
子
孫
に
先
祖
の
名
前
を
霊
名

と
し
て
与
え
て
、
如
何
に
も
先
祖
の
一
人
の
如
く
扱
わ
な
け
れ
ば

死
霊
が
不
幸
を
も
た
ら
す
と
言
う
観
念
は
、
常
に
先
祖
に
言
及
す

る
事
で
氏
族
の
団
結
と
忠
誠
心
を
喚
起
す
る
社
会
的
機
能
を
も
っ

て
い
る
と
言
え
る
。

「
背
信
」
の
観
念
は
、
牛
の
や
り
と
り
の
規
則
を
初
め
、
家
族
間

や
氏
族
間
で
守
ら
れ
る
べ
き
規
範
の
違
反
に
適
用
さ
れ
る
例
が
多

　
　
　
＾
B
〕

い
よ
う
だ
。
事
例
1
の
よ
う
な
不
幸
な
事
態
は
、
「
牛
が
（
人
を
）

食
う
」
と
呼
ぱ
れ
る
。
娘
と
交
換
に
得
た
婚
資
の
牛
は
、
父
親
の

も
の
で
は
な
く
、
兄
弟
が
結
婚
す
る
た
め
の
婚
資
と
し
て
用
い
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
、
目
的
が
何
で
あ
れ
、
自
分
の

た
め
に
用
い
た
父
親
は
、
「
娘
と
寝
た
者
」
と
軽
蔑
さ
れ
、
こ
の
逸

脱
行
為
は
ソ
ゴ
ラ
ン
（
「
不
自
然
さ
」
－
8
2
頁
参
照
）
と
さ
れ

る
け
れ
ど
も
「
背
信
」
に
は
当
ら
ず
、
「
牛
が
食
う
」
事
も
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
ラ
　
ル

「
背
信
」
と
呪
誼
の
観
念
は
、
道
徳
的
な
社
会
的
制
裁
カ
と
し
て
、

多
数
の
氏
族
の
非
分
節
的
な
連
合
体
で
あ
る
キ
プ
シ
ギ
ス
族
の
部

族
社
会
に
お
い
て
、
氏
族
を
趨
え
た
社
会
全
体
の
秩
序
の
維
持
に

資
す
る
機
能
を
担
っ
て
い
る
圭
言
え
よ
う
。

　
イ
ソ
　
モ
ラ
ル

　
反
道
徳
的
な
カ
で
あ
る
様
々
な
邪
術
の
観
念
は
、
社
会
に
お
け

る
男
女
夫
々
の
関
心
の
あ
り
方
や
、
女
性
間
及
び
男
性
間
の
嫉
妬

を
多
彩
に
表
現
し
て
い
る
。
イ
ニ
シ
ェ
ー
シ
冒
ン
諸
儀
礼
で
は
、
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理
論
的
に
は
「
あ
ら
ゆ
る
」
狭
義
の
邪
術
が
教
え
ら
れ
る
も
の
の
、

こ
の
時
教
え
ら
れ
た
邪
術
を
実
行
す
る
者
は
一
人
も
い
な
い
と
言

わ
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
考
え
方
は
、
成
人
し
た
者
は
、
誰
で
も
が

邪
術
者
と
し
て
告
発
さ
れ
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
、
逆

説
的
に
示
唆
す
る
。
あ
ら
ゆ
る
規
範
の
違
反
も
邪
術
と
見
微
さ
れ

得
る
。
こ
の
意
味
で
、
邪
術
の
観
念
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
形
で
は

あ
る
が
「
背
信
」
や
呪
誼
と
表
裏
一
体
を
な
し
て
、
社
会
全
体
の

秩
序
を
維
持
す
る
機
能
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
一
方
、
災
因
と
し
て
の
呪
誼
と
死
霊
、
及
ぴ
そ
の
道
徳
性
と
非

遣
徳
性
を
判
然
と
区
別
す
る
事
は
、
現
実
に
は
必
ず
し
も
で
き
る

と
は
隈
ら
な
い
。
呪
誼
カ
の
大
き
さ
の
主
要
な
根
拠
の
一
つ
は
高

齢
で
あ
る
事
だ
が
、
カ
の
強
さ
は
眼
り
無
く
死
霊
に
近
い
存
在
と

な
る
事
で
極
大
化
す
る
訳
で
あ
る
。
家
族
の
老
人
が
死
の
直
前
に

秘
か
に
家
族
に
呪
租
し
た
の
が
不
幸
の
原
因
な
の
か
、
そ
の
死
霊

自
体
が
苦
し
め
て
い
る
の
か
判
然
と
し
な
い
事
例
が
往
々
あ
る
。

　
死
霊
や
呪
誼
を
初
め
、
一
切
の
カ
の
背
後
で
は
、
究
極
的
に
は

神
の
カ
が
働
い
て
い
る
。
諸
現
象
の
原
因
の
不
確
定
性
や
、
諸
カ

の
正
当
性
の
相
対
性
は
、
神
そ
の
も
の
の
超
越
的
で
非
道
徳
的
な

性
質
に
よ
づ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
人
々
は
、
造
物
主
と
し
て
の

神
を
恵
み
探
い
者
と
老
え
よ
う
と
努
め
、
「
背
信
」
の
観
念
に
よ

っ
て
自
ら
の
過
失
を
認
め
よ
う
と
す
る
が
、
神
は
人
間
の
意
志
や
、

理
解
や
、
道
徳
性
を
超
越
し
た
存
在
な
の
だ
。
人
カ
は
、
自
分
と

家
族
や
氏
族
と
の
関
係
に
お
い
て
、
創
造
主
た
る
神
と
同
様
の
非

遭
徳
性
を
自
分
の
存
在
の
源
で
あ
る
父
親
に
、
そ
し
て
そ
の
祖
先

た
る
死
霊
に
も
見
て
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
「
何
か
す
る
こ
と
」
儀
礼
を
施
さ
れ
た
印
付
き
の
者
は
、
イ
ニ

　
　
シ
エ
ー
シ
目
ン
儀
礼
で
、
山
羊
の
皮
衣
の
代
り
に
青
猿
か
リ
ス
の
皮

　
　
衣
を
着
用
す
る
が
、
吊
o
ユ
g
巨
■
＜
（
勺
・
冒
一
目
o
訂
㎞
）
は
、
そ
の
割

　
　
合
が
三
割
か
ら
四
割
に
達
す
る
と
報
告
し
て
い
る
。

　
（
2
）
　
動
植
物
に
は
魂
が
無
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
（
3
）
印
付
き
の
者
達
は
、
死
霊
に
強
い
関
心
を
持
た
れ
て
い
る
と
さ

　
　
れ
、
何
年
か
に
一
度
集
っ
て
特
別
の
儀
礼
を
行
っ
て
死
霊
達
を
慰
撫

　
　
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
事
実
は
、
彼
等
の
兄
弟
姉
妹
を
殺
し

　
　
た
の
が
死
霊
で
あ
る
事
を
暗
示
し
て
い
る
。

　
（
4
）
　
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
赤
ん
坊
に
霊
名
を
与
え
る
事
に
反
対
し

　
　
て
い
る
が
、
或
る
信
者
が
、
赤
ん
坊
が
目
に
見
え
て
不
具
化
し
て
ゆ

　
　
く
の
に
恐
れ
を
な
し
て
秘
か
に
命
名
儀
礼
を
執
行
し
た
と
こ
ろ
、
間

　
　
も
な
く
赤
ん
坊
が
健
康
を
回
復
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
（
5
）
　
小
馬
、
　
一
五
三
－
一
五
六
頁
。

　
（
6
）
　
O
昌
げ
葭
『
o
閉
o
P
H
o
α
ピ
勺
o
・
一
N
N
l
一
N
0
0
・

　
（
ア
）
　
但
し
、
遼
隔
地
で
牛
が
突
然
分
娩
し
そ
う
に
な
っ
た
時
に
、
そ

　
　
の
雌
牛
の
羊
水
を
刀
に
つ
け
、
刀
で
雌
牛
の
脇
腹
を
打
っ
て
分
娩
を

　
　
制
御
す
る
等
の
無
害
な
呪
術
も
ポ
ニ
ス
ィ
エ
ヅ
ト
に
舎
め
ら
れ
る
。
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（91）　災因としての死霊と邪術

　
以
下
、
ポ
ニ
ス
ィ
エ
ッ
ト
を
邪
術
と
訳
す
。

（
8
）
或
る
人
達
は
、
逆
に
、
邪
視
者
が
太
陽
を
見
つ
め
る
の
は
眼
の

　
カ
の
強
化
の
た
め
だ
と
言
う
。

（
9
）
　
も
っ
と
も
、
こ
の
鷲
は
、
鶏
の
雛
を
捕
食
す
る
の
で
、
こ
の
点

　
で
は
忌
み
嫌
わ
れ
る
。

（
1
0
）
　
鍛
冶
屋
は
ム
マ
の
請
け
負
い
人
と
し
て
恐
れ
ら
れ
る
。
鱗
も
、

　
勿
論
彼
の
用
い
る
遺
具
だ
。

（
u
）
　
祝
福
（
ぎ
｝
ミ
ミ
ミ
）
だ
け
は
一
見
例
外
と
見
え
る
が
、
モ
ン
セ

　
ヅ
ト
（
㎎
頁
参
照
）
は
、
祝
福
に
よ
る
攻
撃
と
も
言
え
る
。

（
1
2
）
　
小
馬
、
　
一
五
六
－
一
五
七
頁
。

（
1
3
）
　
他
方
、
呪
誼
に
つ
い
て
も
、
家
族
や
親
族
の
成
員
間
の
呪
誼
は

　
最
も
強
カ
だ
が
、
尋
常
で
は
な
く
、
呪
誼
全
体
に
占
る
割
合
も
高
く

　
な
い
。

　
　
射
向
向
■
射
宛
向
老
O
向

小
馬
徹
、
「
キ
プ
シ
ギ
ス
族
の
”
再
受
肉
〃
観
再
考
」
、
『
社
会
人
類
単

　
年
報
』
（
弘
文
堂
）
、
第
八
巻
、
一
四
九
－
ニ
ハ
○
員
、
一
九
八
二
年
。
－

長
島
信
弘
、
「
未
開
－
か
ら
文
明
へ
」
、
江
藤
、
鶴
見
、
山
本
編
『
コ
、
・
、
ユ

　
二
ヶ
ー
シ
目
ン
史
』
（
研
究
社
）
、
五
一
－
八
三
頁
一
九
七
三
年
。

　
　
　
　
、
「
呪
誼
と
祝
福
」
、
『
一
橋
論
叢
』
、
第
八
十
五
巻
、
第
六
号
、

　
一
－
一
八
頁
、
　
一
九
八
一
年
。

b
胃
8
p
－
－
、
乞
o
叶
鶉
o
目
艘
o
宍
号
m
桓
叩
o
『
■
自
冒
σ
毛
曽
↓
『
旨
o
o
｛

　
宍
竃
岩
O
o
－
昌
｝
二
一
言
ミ
§
、
呉
§
雨
射
ミ
ミ
』
ミ
昏
§
、
之
泰
甘
§
“

　
H
§
ミ
ミ
“
H
月
電
－
竃
－
轟
二
竃
ω
‘

O
『
o
－
一
嘗
『
o
蜆
o
ε
H
1
C
．
：
H
ブ
①
＞
｝
ユ
o
p
■
内
宍
勺
犀
す
眈
オ
ー
叶
o
巨
o
『
凹
津
＾
冒
・

　
穴
号
蜆
畦
蜆
、
一
工
、
、
㌻
§
＜
H
目
一
勺
p
8
o
－
賞
■
H
8
ω
．

　
　
　
　
一
『
ざ
宍
意
｝
蒔
ぎ
之
巴
；
σ
一
｝
ま
H
l

｝
o
ユ
邑
串
目
さ
』
．
○
1
い
g
§
“
ト
§
ミ
ミ
ざ
§
県
§
雨
宗
膏
㎞
耐
ぎ
■
昌
－

　
｛
o
p
H
岨
い
o
．

雷
仁
旦
ヲ
o
貝
δ
『
g
ρ
峯
‘
田
1
、
乞
彗
昌
名
ま
ぎ
昌
津
、
一
一
＝
－
呂
巳
．

　
自
卑
o
目
與
自
ρ
弓
．
匡
．
≦
ヲ
F
串
（
o
註
‘
）
ミ
迂
き
ミ
亀
昌
s
軋
吻
ミ
§
ミ

　
ぎ
向
§
｝
㌧
、
“
§
一
■
o
■
o
o
自
勺
勺
l
H
ご
－
－
o
o
9
6
a
l

■
①
く
ヲ
9
宍
．
≧
、
毫
芹
O
－
O
蟹
津
芭
目
O
ミ
罵
O
市
『
O
￥
－
昌
－
q
ぎ
　
ω
O
自
葦
－

　
老
o
黒
宍
雪
｝
串
、
、
一
ミ
ぎ
o
ざ
簑
一
き
－
．
ピ
o
o
1
ω
o
1
♂
一
老
S
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
分
大
挙
助
教
授
）
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